
MINTETSU SUMMER 2014 26

　3月29日、ＪＲ高岡駅に隣接する新しい高岡ステーションビ
ル「curun TAKAOKA（クルン高岡）」がオープン、1階に万葉線
の「高岡駅」電停が開業した。
　高岡市では、2005年に高岡駅周辺整備事業を計画決定。すで
に2011年度に「ＪＲ高岡駅の橋上化」と「南北自由通路」の整
備を終えており、新しい駅ビルの完成で、駅機能と市街地の利便
性を大きく改善させる主要事業が完了した。

●電停名は「高岡駅」に改称
　万葉線は、高岡駅前－六渡寺間の高岡軌道線と六渡寺－越ノ
潟間の新湊港線を運営する第3セクター。法的には高岡軌道線
が軌道法に基づく軌道、新湊港線が鉄道事業法に基づく鉄道に
分類されるが、高岡駅前から越ノ潟間を結ぶ万葉線として一体的

に運営している。
　従来の万葉線の起点、高岡駅前電停はＪＲ高岡駅から少し離れ
た場所にあったが、軌道を100m延伸して、整備事業で建設され
たクルン高岡に乗り入れた。これに伴い、電停名を高岡駅前から
高岡駅に改称。ダイヤも、高岡駅６時45分発から19時45分
発まで、15分間隔のダイヤに改正している。
　クルン高岡は、鉄骨３階建て延べ約4600㎡の複合ビル。1階
は万葉線の３面２線のホームと路線バスなどの待合室がある「交
通広場」、２階は飲食店など24のテナントが入った店舗フロアと
なっている。また、２階にはＪＲ高岡駅と南北自由通路のほか、
市営駐車場など周辺施設につながる約140ｍ長の全面屋根付き
デッキが整備され、ＪＲ線と万葉線、路線バスやマイカーなど、
駅での乗り換え環境が大きく改善された。

13月29日、万葉線の新しいホームで
開催された「万葉線高岡駅開業式典及び
出発式」23面2線になったホームでは
電車が２列に並ぶ 3大きなカーブを描い
てホームに進むＬＲＶアイトラム 4万葉
線高岡駅ホーム 5クルン高岡と北口広場
（提供：株式会社高岡ステーションビル）
6高岡駅周辺整備事業・整備概要（出
典：高岡市『高岡駅周辺整備事業』）
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新駅ビル「クルン高岡」に乗り入れ
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　能勢電鉄は、妙見の森ケーブル黒川駅からリフト妙見山駅一帯
に広がる「妙見の森」各施設のリニューアルを完了させた。ケー
ブルカーも内外装を一新、ケーブルカーの車体色変更は約21年
ぶり、内装のリニューアルは1960年の運転再開以来、初めてに
なるという。

●妙見の森をまるごと楽しむ
　ケーブルカーは１号車をミントグリーン、２号車をマーマレード
色に変更し、車体下部にはログハウス調の木を貼り付けた。内装
は、木目調の壁と天井に取り付けた電球色の照明で、山の温かさ
を演出。座席は妙見の森の植物をデザインしたシートで、１号車
は山の緑と空の色、２号車は紅葉をイメージした配色で統一して
いる。ケーブルカーのリニューアルに合わせて「妙見の森リフト」
も、「森のブランコ」をコンセプトに、妙見の森に溶け込む樹木の
色に変更した。
　ケーブルの山上駅も、木目を基調とした山小屋風の駅舎に改修

し、待合室を新設した。乗降口の階段の一部に踊り場を設けるな
ど、乗降客の安全を配慮した改修工事も実施。妙見の森ふれあい
広場のカフェテリア「森のカフェ あじさい」、妙見の森バーベ
キューテラスなど各施設についても改修、「妙見の森をまるごと
楽しんでもらえるように」（担当者）、一新した。

●初のラッピング電車「里山便」
　一方、「日本一の里山」と言われる川西市黒川地区などの里山
風景をＰＲする能勢電鉄初のラッピング電車「里山便」が４月
13日から運行を開始している。宝塚大学の関係者による「里山
における四季の歳時記が輪廻のようにいつまでも末永く続くこと
をイメージ」したデザインをラッピング。1編成全4両の前面・
側面に春夏秋冬、昼と夜の里山が描かれている。運行予定は
ホームページに掲載しており、能勢電鉄では「川西市黒川地区を
はじめとする素晴らしい里山風景の魅力を多くの方にお伝えした
い」と話している。
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11号車の「ほほえみ」はミントグリーンの車体、内装は緑と空の色が基調色 2 2号車の「ときめき」はマーマレード色
の車体、内装は燃える紅葉が基調色 3妙見の森ケーブル山上駅 4「森の中の憩いの場」をコンセプトにリニューアルした
「森のカフェ あじさい」5妙見の森バーベキューテラスには、テーブル席の屋根付きバーベキューコーナーを整備 6ホーム
に停車した「里山便」。妙見口先頭車に描かれたデザインは「春の里山」 7「秋の里山」8「冬の里山」

能勢電鉄では開業 101周年を迎え、新しい PRロゴ・フレーズを制定した。「もっと」は「絶えざる向上
心」を、「ぎゅっと」は「お客さまや地域との固い絆」を、「ずっと」は「明るく伸びる未来」を表現してい
る。ロゴの色の青は「空」、桃色は「郷土」、緑は「里山」をイメージしている。
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妙見の森エリアが一新、「里山便」も運行開始


